
  　 
１
９
４
８
年
１２
月
１０
日
、国
連
が「
世
界
人

権
宣
言
」
を
採
択
し
た
の
を
記
念
し
、毎
年

１２
月
１０
日
を「
人
権
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。 

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、人
権
尊
重
思
想
の

普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

市
で
は
、日
ご
ろ
か
ら
人
権
問
題
学
習
講

座
の
開
催
や
、人
権
施
策
推
進
プ
ラ
ン
を
推

進
す
る
な
ど
、人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
の
人
権
週
間
を
契
機
に
、私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
あ
ら
た
め
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
、差

別
や
偏
見
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

重
点
目
標 

『
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀 

　
　
　
―
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち 

　
　
　
　
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う 

　
　
　
　
　
　
　
違
い
を
認
め
合
う
心
―
』 

      

強
調
事
項 

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う 

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う 

・
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う 

・
障
が
い
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う 

・
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

そ
う 

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ

う 

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う 

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に

対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う 

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う 

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮

し
よ
う 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害

を
な
く
そ
う 

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
よ
う 

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な

く
そ
う 

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う 

・
性
同
一
性
障
が
い
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う 

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う 

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

Ｇ
　
内
線
２
２
７
１ 

  

日
常
生
活
の
中
で
、人
権
問
題
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
た
ら
、人
権
擁
護
委
員
に
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
次
の
場
所
で
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

日
時
・
場
所 

　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
毎
月
第
２･

４
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
正
午

予
約
不
要 

　
1
２４
ー

３
４
５
６ 

　
名
古
屋
法
務
局
津
島
支
局 

　
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

　
予
約
不
要 

　
1
２６
ー

２
４
２
３ 

主
な
相
談
内
容 

・
い
じ
め
、体
罰
、不
登
校
児
問
題 

・
部
落
差
別
、女
性
差
別
な
ど
の
差
別
問
題 

・
家
庭
内
の
問
題（
親
子
、夫
婦
、結
婚
、離
婚
、

相
続
、扶
養
な
ど
） 

・
そ
の
他
、人
権
問
題
に
係
る
も
の 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

Ｇ
　
内
線
２
２
７
１ 

   

平
成
１１
年
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
」
が
施
行
さ
れ
、１７
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、男
女
の
立
場
を

対
等
と
し
、性
別
に
縛
ら
れ
ず
、一
人
ひ
と
り

の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
、あ
ら
ゆ
る
分

野
で
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
、喜
び
や
責

任
を
分
か
ち
合
う
社
会
を
い
い
ま
す
。 

今
、皆
さ
ん
の
周
り
で
は
、男
女
共
同
参
画

社
会
は
ど
れ
ほ
ど
実
現
し
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
、男
性
が
育
児
や
家
事

を
す
る
、女
性
が
地
域
の
代
表
と
な
り
発
言

を
す
る
、家
族
が
み
ん
な
で
協
力
し
て
介
護

を
す
る
な
ど
、こ
れ
ら
は
男
女
共
同
参
画
社

会
へ
の
第
一
歩
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
機
会
に
改
め
て
、家
庭
、職
場
、地
域
、

社
会
の
中
で
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、踏
み
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

     

イ
ク
ボ
ス
と
男
女
共
同
参
画 

子
育
て
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
「
イ

ク
メ
ン
」は
こ
こ
数
年
で
世
の
中
に
浸
透
し
て

き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、男
性
が
育
児
休
暇
や

介
護
休
暇
取
得
と
な
る
と
な
か
な
か
社
内
で

理
解
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
最
近
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が「
イ
ク
ボ
ス
」で
す
。「
イ
ク
ボ

ス
」
と
は
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕
事

と
生
活
の
調
和
）を
図
れ
る
職
場
づ
く
り
に

積
極
的
な
上
司（
男
女
問
わ
ず
）を
い
い
ま
す
。 

男
性
の
育
児
休
暇
や
介
護
休
暇
取
得
に
理

解
の
あ
る
「
イ
ク
ボ
ス
」
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
、仕
事
と
仕
事
以
外
の
活
動
を
両
立
で
き
、

時
間
を
有
効
に
使
え
、判
断
能
力
を
養
う
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
。 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活

の
調
和
）を
実
現
さ
せ
る
た
め
、上
司
と
部
下

だ
け
で
な
く
同
僚
と
も
、今
ま
で
以
上
に
協

力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

問
合
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和
・
男
女
参
画

Ｇ
　
内
線
２
２
７
１ 

心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
 

目
指
し
て
 

１２
月
４
日

〜
１０
日

人
権
週
間
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市役所　124-1111人権推進課からのお知らせ 



 
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）を
 

求
め
ら
れ
る
主
な
手
続
き
に
つ
い
て
 

：
 

個人番号（マイナンバー）を求められる主な手続きについて 

社会保障・税番号（マイナンバー）制度の開始に伴い、各種手続きの際に個人番号の提供またはカードの提
示を求められることがあります。 
 
地方公共団体への手続き 
　住民票・戸籍に関する届け出（届け出による通知カード・マイナンバーカードの記載内容の変更の際に必要）、
税金や子育てに関する届け出、保険・医療、介護・福祉に関する届け出など 
※手続きにより個人番号の記入・提示の時期は異なります。詳しくは、各担当部署までお問い合わせください。 
 
勤務先や金融機関への手続き 
勤務先、不動産業者等（不動産仲介料、不動産使用料を支払う法人）、金融機関（銀行、証券会社、生命保険

会社、損害保険会社など）、税務署、日本年金機構、ハローワーク、労働基準監督署、健康保険組合など 
※日本年金機構のマイナンバー利用開始は、当面の間延期。 
※詳細については、それぞれの手続き先にお問い合わせください。 
 
マイナンバー制度に便乗した詐欺にご注意ください 
・マイナンバーの通知や利用手続き等で、国や自治体の職員が資産や年金・保険の状況等を聞くことはありま
　せん。 
・不審な電話はすぐに切り、訪問の申し出があっても断ってください。 
・万が一金銭を要求されても、決して支払わないようにしましょう。 
・不安を感じたら、消費者ホットライン「1１８８」にご相談ください。 
※なお、「通知カード」「個人番号カード」に関することや、その他マイナンバー制度のお問い合わせは、マイナ
ンバー総合フリーダイヤルで受け付けています。 
1０１２０‐９５‐０１７８ 
（年末年始を除く平日：午前９時３０分～午後８時、土・日・祝：午前９時３０分～午後５時３０分） 
 
通知カード・マイナンバーカードの受け取りについて 
　平成２７年１１月～１２月に住民票の住所地に通知カードが郵送されています。配達時に不在等によって受け
取れなかった通知カードについては、市役所市民課で保管していますので、受け取られていない方は、ご確認
後、お問い合わせください。 
　また、マイナンバーカードを申請され、市役所から交付案内が届いた方で、まだ受け取られていない方は、お
時間のある時に必要書類を持参し、市役所市民課までお越しくださるようお願いします。 
 
住民票の写し等の第三者交付に係る 
本人通知等制度について 
　この制度は、代理人や第三者による請求に基づい
て住民票の写しなどを交付したとき、本人に交付事
実を通知するものです。 
　制度の利用を希望する方は、申請者本人の確認書
類（運転免許証・旅券・住民基本台帳カードなど、代理
人は委任状と委任者の本人確認できる書類、法定代
理人の場合は資格を証明する書類）を持参の上、左
記へ申請してください。 
問合　市民課市民・戸籍Ｇ　内線２１１４・２１１５ 
 

地方公共団体への手続き 

通知カード・マイナンバーカードの受け取りについて 

住民票の写し等の第三者交付に係る本人通知等 
制度について 

勤務先や金融機関への手続き 
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